
大山の森が新緑で包まれる春がやってきました。新緑というと

黄緑色を思い浮かべますが、植物によって芽吹きの色は異なり

ます。大山の森で様々な色を探してみませんか。 

春の芽吹きにちなんだ伝統色をご紹介します。 

『萌木色（もえぎいろ）』は、春先に新緑が萌え出るような冴え

た黄緑色のことです。「萌黄」とも書き、また葱（ねぎ）が萌え出る

色ということで「萌葱」とも書きます。「萌黄色」の場合は少し黄

みがかった色を、「萌葱色」の場合は濃い緑色を指しています。 

『若草色（わかくさいろ）』とは、早春に芽吹いた若草のような

あざやかな黄緑のことです。色名の「若」には新鮮な、未熟な、

新しいなどの意味があり、春の訪れを感じさせる明るく鮮やかな緑色。『萌黄色』より黄みが強く若さを感じさせる色です。 

『若菜色（わかないろ）』とは、初春の若菜のような明るい黄緑色のことです。春先の山菜の色全体を指す爽やかな色で

すが、「若菜」が「春の七草」の別名であることから春の七草に因んだ色とも言われています。 

『若葉色（わかばいろ）』とは、夏前の草木の若葉のようなやわらかい黄緑色のことです。 「若葉」といえば春のイメージ

がありますが、季語としては夏。春の色である『若菜色』より少し青みが強い色で、夏前の爽やかな木々の葉を表す範囲の

広い色になります。          ※伝統色のいろは（https://irocore.com/）より引用。色見本は下に表示しています。 

 

冬期 自然ふれあい事業 活動報告 

スノーシューで行く大山・幻の滝（稚児滝） 

１月２６日（土） 

稚児滝までの森の中で鳥や冬

芽を観察。稚児滝のある岩壁

には無数のツララが下がり荘

厳な景観でした。 

スノーシューで行く天狗屋敷（求聞持堂跡） 

２月１６日（土） 

大山寺内でも知られていない

謎の遺跡2か所を目指して、急

勾配の斜面をスノーシューで登

りました。 

冬芽観察会 雪の中のひな祭り 

３月３日（日） 

スノーシューを履いて春の気配

を探しに大山寺の森を散策。

利寿権現跡で雪のお雛様を作

ってお祝いしました。 

春の伝統色 

 

 

■自然公園財団では、季節ごとに観察会などを開催しています。 

予約なしでも参加できるイベントもありますので、是非ご参加ください。 

裏面にイベント情報を掲載しています。  

萌木色 若草色 

若菜色 若葉色 

 



○春の妖精「ウスバシロチョウ」  

萌黄色のブナの新芽が大山を彩る５月、森の周辺や畑の周りでふわ

ふわと飛ぶ白い蝶が見られます。 

それがウスバシロチョウです。シロチョウと名前がついていますが、キャ

ベツ畑でよく飛んでいるモンシロチョウなどの仲間ではなく、アゲハチョウ

の仲間です。そのためウスバアゲハと呼ばれることもあります。 

翅には黒い筋が入りすりガラスのように下の色が透けて見えます。体

にはふわふわの毛が生え胸の部分には黄色の毛が目立ちます。幼虫の

食草はケシ科のムラサキケマン、エゾエンゴサク、ヤマエンゴサクなど。さ

なぎになる時にマユを作る珍しいチョウです。 

早春の短い期間に現れては消えていく花や昆虫のことをスプリングエフェメラル＝春の妖精と呼びますが、このウスバシ

ロチョウが春の妖精の最後を飾ります。 

 

○昼に舞う白い蛾「キアシドクガ」 

新緑で大山が輝く５月末、大山の森の中をパタパタと

群れて飛んでいる蝶は何かとよく聞かれます。 

その蝶の正体は実は、キアシドクガという蛾です。ドクガ

と名前がついているので毒針などがありそうですが毒はあ

りません。ドクガ科には毒を持たない蛾も多いのです。 

幼虫はミズキ、クマノミズキ、エゴノキといった大山にた

くさん生えている木の葉を食べて育ちます。 

 

 

成虫は６月ごろに一斉に羽化し、それらに木の周りをぱたぱたと群れて飛びます。

成虫になってからの寿命は数日間。エサも取らず伴侶を求めて宙を舞います。 

儚い白い蛾の舞を見守ってあげてください。 

 

 

 

 

 

 

  

【コラム：蝶と蛾の違いとは】 

翅がきれいなのが蝶、地味なのが蛾と思われている方が多いかもしれませんが、蝶も蛾も同じ鱗翅目の昆虫の仲間

で、完全な見分け方はありません。分類学上は、セセリチョウ科、アゲハチョウ科、シロチョウ科、シジミチョウ科、シジミタ

テハ科、タテハチョウ科に属するものを「蝶」と呼び、そのほかを「蛾」と呼んでいます。日本では蝶が２４０種弱なのに対

し、蛾は５５００種を超えています。蝶に分類された科には、薄暗い場所や時間帯に活動を好む種（成虫）はいますが、

完全な夜行性はいません。ですから夜に活動して（飛んで）いれば蛾の仲間です。反対に日中に活動する蛾はかなりい

ます。日中に活動する蝶や蛾は視覚が発達することが多いので、鮮やかな翅を持つものが多くなります。 

※華やかな夜の蝶は都会のネオン街で見ることができるかも。 



森の人気者カラの見分け方 
春の大山の森は鳥たちの鳴き声でとても賑やか。新緑の森は鳥の姿も観察しやすいです。 

その中でも年中大山で見られ親しまれているカラ類+αの見分け方を紹介します。※エナガはカラ類ではありません。 

正面から見るのが一番わかりやすいかな。下記の５種類は混ざって群れていることも多いです。 

ヤマガラ（留）    … ツツーピー、ツツーピー、ツツ(さえずり)  ニーニー(地鳴き) 

体長 14-15cm  特徴：茶色いチョッキ 

 

シジュウカラ（留）  … ツ－ピー、ツーピー、ツーピー(さえずり)  ピージャジャジャジャ(地鳴き) 

体長 15cm（スズメくらい）  特徴：オスは太ネクタイ、メスは細ネクタイ 

 

ヒガラ（留）     … ツピツピツピツピ・チョピンチョピン(さえずり)  チーツィツィ、ツツツチリリリ(地鳴き) 

体長 10.5-11cm  特徴：蝶ネクタイとチョンマゲ 

 

コガラ（留）     … チーチーツー、チーチーツー(さえずり)  ツーツー(地鳴き) 

      体長 12.5-13cm  特徴：ベレー帽 

 

エナガ（留）     … チーチーチー(さえずり)  ジュリリ、チュリリ(地鳴き) 

      体長 13-14cm  特徴：長い尾 

 

※さえずりは、主に繁殖期に聞かれるもので縄張り宣言や、求愛の歌だと言われています。 地鳴きは、それ以外の鳴き方

で警戒や連絡などさまざまな意味を持ちます。 

野鳥観察会情報 

大山には多くの野鳥が生息しており、年間を通して探鳥会・野鳥観察会が開催さ

れています。大山自然歴史館では春と秋に野鳥観察会「ブナの森にすむ鳥たちと

会おう」を開催、また大山寺集落内のゲストハウス寿庵でも、月に１回、野鳥観

察会を開催しています。興味のある方は直接お問い合わせください。 

【問い合わせ先】 

大山自然歴史館：０８５９－５２－２３２７ 

 春の野鳥観察会開催日：５月１８日（土） 

ゲストハウス寿庵：０８５９－５２－２８６７   http://www.daisen-guesthouse-juan.com/ 



 

―イベント情報（４月～６月）― 
■自然公園財団のイベント （予定 ２０１９年３月１９日現在） 

〇鏡ケ成山開き・擬宝珠山登山   （協力事業） 

開 催 日： ４月２５日（木）８：３０～１２：００頃  

会  場： 江府町 鏡ケ成 

集合場所： 休暇村奥大山 レストハウス前 

参 加 費： 無料 

※申し込み：０８５９-７５-２３００ 休暇村奥大山  

 

内 容：カタクリの花咲く擬宝珠山（１１１０ｍ）を自然ガイド

とともに登ります。歩行距離２キロ。 

高低差２００メートル。 

下山後には温かい団子汁（先着５０

名）が待っています。 

〇桝水高原・アサギマダラ観察会 

開 催 日： ５月２５日（土） ９：００～１２：００頃 

会  場： 伯耆町 桝水高原 

集合場所： 桝水高原天空リフト駐車場 

参 加 費： １５００円 天空リフト料別途 片道５００円 

※アサギマダラ再捕獲情報は財団ＨＰで紹介します。 

 

内 容：桝水高原の森は旅する蝶「アサギマダラ」の群れ

が見られる知られざる名所。足元から大型の青い蝶がフワ

フワと舞い立つ様は圧巻です。アサギマダラの追跡調査

のためにマーキングして放蝶します。 

定員１５名 

〇大山北壁（国際エリア）・アサギマダラ観察会 

開 催 日： ６月１５日（土） ９：００～１２：００頃 

会  場： 大山町だいせんホワイトリゾート国際エリア 

集合場所： 自然公園財団事務所前 

参 加 費： １５００円  

※アサギマダラ再捕獲情報は財団ＨＰで紹介します。 

 

内 容：日本海を望む国際エリアのスキーリフト周辺は初

夏にはヨツバヒヨドリのお花畑になり、アサギマダラが渡っ

てきます。アサギマダラの追跡調査のためにマーキングし

て放蝶します。軽登山の装備でご参加ください。 

定員１５名 

■周辺のイベント■ 

大山春の一斉清掃  ４月２１日（日） ９時開始 

行楽シーズンを前に、大山町、伯耆町の各所で大山春の一斉清掃が行われます。当日参加も可能。 

【集合場所】大山町：大山寺博労座駐車場  伯耆町：桝水高原 まつおか食堂前  

問い合わせ：大山町、伯耆町の各役場 

大山夏山開き祭 

【６月１日（土） 前夜祭】 

大神山神社奥宮で安全祈願神事の後、たいまつ行列が行われます。 

【６月２日（日） 山頂祭】 

登山者の安全を祈願して、大山頂上で１０時より神事が行われます。 

問い合わせ：０８５９-５２-２５０２ 大山観光局 

 

一般財団法人 自然公園財団 鳥取支部 大山事業地 

〒６８９-３３１８ 鳥取県西伯郡大山町大山４０－３３ 

大山ナショナルパークセンター １階 

TEL:０８５９-５２-２１６５  FAX:０８５９-５２-２３７０ 

URL http://www.bes.or.jp/daisen/ 

 

http://www.bes.or.jp/daisen/

